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【災害廃棄物早見表】現場・ボランティア必読（一度見てから作業に当たって下さい）

災害廃棄物は、一度に様々なものが「ごみ」となって出てきます。その量や種類が多いために、できる

だけ早く処理する必要がありますが、最終的な処理・処分まで考えると、どの場面においても、可能な

限り分別することが望まれます。また、危険なごみから身を守るためにも重要です。一度確認してから

作業にあたって下さい。また、これらを念頭に、現場での作業を工夫してみて下さい。 
 
 
 

【必ず分別して、梱包・ラベリングするもの】 

 
 
 
 
 
 
 
 

【安全面・衛生面などから分別するもの】 

 
 
 
 
 
 
 

 

【リユース・リサイクルや今後の処理のために分別するもの】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

アスベスト含有建材等 

白色か灰色の板（波状の場合

もある）で繊維が明かに確認

できるもの 

PCB 含有トランス・コンデンサ等 注射針等の医療系廃棄物

や刃物など鋭利な物 

ボンベ、灯油（ストーブ）等 
消火器 ヘドロ 

家電リサイクル法対象製品、PC 

蛍光灯 

電池 

鉛蓄電池 

（バイク） 

スプレー缶等の 

有害廃棄物 

位牌、アルバム、PC、携帯電話等、所有者等の個人にとって価値があるものを見つけた場合は、 

廃棄ではなく、保管に回す 

自動車 

原付自転車 

船舶 

木材、木くず 畳・マットレス等 

畳は木工用カッター等が

ある場合は、1/3 程度に
切ると扱いやすい 

金属くず 

コンクリートがら 

アスファルトがら 

土砂 

タイヤ 

表面が緑色のもの（薬剤処理の可能性がある）や海水が被ったものは、リサイクル等に支障を来す場合があるため、分けておく

◆安全第一◆ マスク（ヘルメットやゴーグル）、底の丈夫な靴、肌の露出を避ける服装、複数人で動く 


